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西
里
斗
つ
黄
色
交
通
事
故
・
犯
罪
防
止

県
北
を
中
心
に
遊
技
場
な
ど
を
展
開
す
る
西
の
丸
（
本
社
・
門
川
町
中
須
、
西
谷
淳
一
星
式
は
延
岡
署
で
あ
り
、
三

基

）

は

8
日
、
延
岡
市
内
と
日
向
地
区
（
目
黒
、
門
川
町
、
美
郷
町
、
諸
塚
村
、
一
木
健
次
嚢
ら
立
ち
会
い
の

一

日
向
地
区
に
は
7
6
5枚
一

椎
葉
村
）
の
小
学
校
、
義
務
教
育
学
校
に
入
学
す
る
新
1
年
生
全
員
分
の
ラ
ン
ド
セ
ル
一
下
、
西
谷
社
長
が
延
岡
地
区

一
を
贈
っ
た
。
贈
呈
式
は
日
向

ア

カ
バ
ー
を
、
延
岡
地
区
蓮
安
全
協
会
と
日
向
地
区
蓮
安
全
協
会
に
贈
っ
た
。
市
町
妄
通
完
全
協
会
の
牛
島
宏
会

一
署
で
あ
り
、
竹
内
賢
盆
裏
一

一

村
教
育
委
員
会
か
ら
各
学
校
を
通
じ
て
新
工
年
生
に
配
ら
れ
る
。
一
長
に
目
録
を
手
渡
し
た
。

一
ら
立
ち
会
い
の
下
、
西
谷
社
一

一

一
そ
の
後
、
牛
島
会
長
は
、

一
長
が
日
向
地
区
交
通
安
全
協
一

一

二
文
援
活
動
な
ど
地
域
貫
献
す
元
罪
に
巻
き
、
委
れ
な
い
た
一
県
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
一
会
（
長
谷
川
実
利
会
長
）
の
一

．

延
岡
地
区
9
7
0枚

一

一

、

一

一

7
J
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f
レ
b

一
る
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
一
め
の
方
策
と
し
て
工
9
9
9
一
「
み
や
ざ
き
さ
が
デ
ザ
イ
一
森
堕
英
信
事
務
署
長
に
目
録

f
l
コ
：
；
J

司
一
る
。
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
l
の
一年
か
ら
毎
年
、
延
岡
、
日
向

一
ン
さ
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

一
を
手
控
レ
た
。

同
社
は
、
交
通
安
全
や
防
一
贈
呈
も
そ
の
一
つ
で
、
子
ど
一
両
響
察
署
管
内
の
新
入
学
児
一
と
併
せ
て
、
受
け
取
っ
た
ラ
一
森
腰
事
務
局
長
は

「初
年

犯
、
環
境
美
化
、
災
害
復
旧
一
も
た
ち
の
交
通
事
故
防
止
や
一
重
に
、
目
立
つ
黄
色
い
ラ
ン
一
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
市
教
委
一
も
の
問
、
啓
発
活
動
に
尽
力

ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
っ
て
い
一
の
丸
山
真
二
教
育
部
長
に
寄
一
い
た
だ
い
て
い
る
。
（
県
響
が

る。

、

，

一
贈
。
丸
山
教
育
部
長
は
「
（
両
一
モ
デ
ル
横
断
法
通
と
し
て
指

こ
の
う
ち
、
延
岡
地
区
に

一
団
体
の
）
長
年
に
わ
た
る
ご

一定
し
て
い
る
）
紅
白
の
横
断

は
9
7
0枚
を
贈
っ
た
。
贈
一
厚
意
に
深
く
感
謝
し
て
い

一
歩
道
と
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
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延
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
の
牛
島
会
畏
に
ラ
ン
ド
セ
ル
力

パ
l
の
目
録
を
手
渡
す
西
の
丸
の
西
谷
社
長
（
8
日
、
延
岡

嘗
察
署
）

' 

る
。
子
ど
も
た
ち
の
意
識
向

一
上
、
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
、

．一大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
感
謝
し
た
。

日
向
地
区
に

は

7
6
5枚

日
本
暦
直
来
年
4
月
に
創
設
蛸

感
染
症
危
機
へ
の
対
策
強
化
厚

A
Z慢
の
感
染
症
危
機
に

備
え
る
た
め
、
米
国
の
疾

病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
C
D

C
）
を
モ
デ
ル
と
し
た
新

た
な
専
門
家
組
織
「
国
立

健
康
危
機
管
理
研
究
機

構
」
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
は
9
日、

2
0
2
5

年
4
河
に
創
設
す
る
と
発

表
し
た
。

A
Z官
、
有
事
の

際
に
指
揮
官
と
な
る
理
事

こ
の
日
の
準
備
委
員
会

自
民
選
定
や
会
葎
の
人
員
規
で
、
「
将
来
起
こ
る
で
あ
ろ

模
の
検
討
な
ど
具
体
的
な
う
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

組
織
づ
く
り
を
進
め
る
。
ク
（
世
界
的
大
葬
）
に

略
称
は
「
J
I
H
S」
盤
石
の
体
制
で
臨
み
、
国

ハジ
1
ス、

J
a
p
a
n
内
の
多
く
の
人
の
安
心
感

I
n
s
t
i
t
u
t
e
－
を
支
え
る
」
と
述
べ
た
。
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武
見
敬
三
厚
労
相
は

全力

尋子
つで
て日
い向
bフ墨書
た管
ら内
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子
ど
も
カT

日
向
警
察
署
で
行
わ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
の
贈
呈

式
。
左
か
ら
日
向
地
区
交
通
安
全
協
会
の
森
腰
事
務
局
長
、

西
の
丸
の
西
谷
社
畏
、
日
向
署
の
竹
内
署
長

問
機
構
は
、
現
行
の
国

立
感
染
症
研
究
所
と
国
立

国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

を
統
合
。
感
染
症
に
関
す

る
情
報
収
集
・
分
析
か
ら

研
究
開
発
、
人
材
育
成
、

医
療
提
供
体
制
の
整
備
な

ど
を
一
体
的
に
行
い
、
未

知
の
病
原
体
が
出
現
し
た

際
に
、
隔
離
・
待
機
期
間

や
診
療
方
法
の
決
定
と

い
っ
た
初
動
対
応
を
迅
速

化
さ
せ
る
。

日
断

有
事
の
際
は
、
昨
年
9

月
に
発
足
し
た
「
内
閣
感

染

症

危

響

襲

警

と

護

し
、
撃
的
知
見

を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
。

「
統
括
部
門
」
は
5
部

門
で
構
成
さ
れ
る
。
感
染

症
に
関
す
る
情
報
収
集
や

リ
ス
ク
評
価
を
管
つ
「
危

響
素
局
」
を
中
心
に
、

「総
禽
究
開
発
嘉
局
」

「
医
療
提
供
支
援
局
」
「
人

材
育
盛
周
」
「
シ
ス
テ
ム
基

盤
整
備
局
」
が
状
視
に
応

じ
て
柔
軟
に
組
織
編
成
を

変
え
な
が
ら
対
応
す
る
。

警
C
込
ま
れ
る
串
故
や
事
件

は
大
変
痛
ま
し
い
。
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
る
こ
と

で
、
地
域
の
見
守
り
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
光
栄
な

こ
と
」
と
話
し
で
い
た
。
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